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有賀祐勝:髪菜 Nostocflagelliforme (藍藻)の生育地と分布
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藍藻の髪菜(はっきい，中国語はフ ァーツ ァイ“Facai") た。最初にパスから降ろされたのはまったく水けのな

Nostoc fiagelliforme Berk. et Curtは中国産の食用藻類で い荒原(半乾荒原あるいは半乾燥草原)で「武という

あり ，日本では中華料理の材料として比較的よ く知ら 所，海抜 1，270mの山の上であった。すっかり乾燥し

れているが，その生育地について知っている人は皆無 た土地には中国名で草覇王と L、うハマビ'/科の小さな

に近いと恩われる。今からおよそ80年前すでに遠藤 植物やその他の乾生植物がまばらに生えているだけの

(1912)や岡村 (1913)によ って髪菜は注目されてい 場所であった (Fig.1)。まばらな小植物の根元や直径

たにもかかわらず，その生育地を確かめた 日本人はし、 4~5cm の石の近く(\，、ずれも裸地表商)に，ここ に

なかったようである。著者は1991年 7月に機会を得て あると指差された土の上を眼を凝らしてよく見ると，

訪中し，髪菜の生育現場を見ることができたので以下 乾燥した髪菜がまさに髪の毛のように小さな境りをな

に報告する。 していた (Fig.2)。少し離れた所を更に 2か所案内し

今回の訪中で髪菜を見せて もらったのは，寧夏回族 ても らったが， 頂上が海抜 1，500mの山の中腹の海該

自治区の青銅峡「武と賀蘭山小口子て‘ある。 北京から 1，350 mの所などで，殆ど最初の場所と同じ状況であ

特急列車で24時間半で寧夏回族自治区の銀川に到着。 った。

銀川市のホテノレに泊り，翌朝マイクロハスでホテノレを また別の日に，やはりマイク戸パスで長時間走り，

出発し，途中寧夏農学院生物系の髪楽研究グノレープの 銀川の北方にある賀関山県の乾淘と西夏王墓近くの山

人達と合流し，約 2時間走って銀川の南方にある青銅 の2か所を案内してもらい，髪菜を観察した (Fig.3)。

峡市に入り，さらに髪菜の生育地である山の方に向つ いずれも青銅峡の生育現場と殆と。変わりない環境の所

Fig. 1. Habitat of the blue-green alga Nostoc fiagelliforme Berk. et Curt. in Ni月 xia，Chin 
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Fig. 2. The blue-green alga Nostoc.ftagellifonne Berk. et Curt. on bare land in Ningxia， China (ca. 1.3 X). 

であった。ここは集落から著しく離れたところにあり，

髪菜を採集する人々は山の石室のようなところに 21免

31免と!h'f宿して髪菜を集めて持ち帰り，出荷するとの

ことである。 i 人 1 日 の採集金は 15~50 gくらいと

のこと。採集した後，雑草除去を行なって保存するが，

それから後は商人に売り渡すかまたは国家段産品公司

に納入する。商人や国家炭産品公司の段階で‘は，水洗

や雑草除去が行なわれ，自然乾燥または駿械(電気)

乾燥されて，最終的な商品となる。髭莱の販売価格は，

銀川の百貨庖では 50g入， 100 g入， 250 g入などが

売られていたが，それぞれ18元， 36元，94元であった。

また， 北京では 50g入が19元であ った。これは，中

国の人達の生活費のレベノレを考慮すると ，相当高価な

ものである。

寧夏股学院では生物系高1]主任の翠振基副教授を中心

とする研究グノレープが髪菜の培養実験を行なってい

る。最終的には養殖を目指して，液体培地や寒天培地

を使って培養実験を進めており，髪菜の形態，生態，

生理なども研究している。寧夏では，民業科学院がか

つてドイツの研究者と共同で髪菜の培養殖に関する研

究を行なっていたが， 1989年から髪莱のプロジェタ卜

は民学院に移行されて現在に至っているとのことであ

る。

中国では，髪菜は隊西，寧夏，甘iJI<¥.内蒙古，青梅

の西北 5 省に分布しており，海抜 l ， 100~ I ， 500 m で

年間の降水iITが 300mm以下 (6~ 8月に集中)の所

に分布は限られているとのことである。 世界的には中

国の他，モンコソレ，旧ソ連邦，チェコスロパキア， フ

ランス，モロッコ， ソマリア，メキ・/コ，米国などに

分布することが知られているが (Li，1991)，水の中に

生育する藻類ではなく，土媛藻 (50ilalgae)というより

はむしろ陸生務 (terrestrialalgae)と呼ぶのが相応しい

藻類である。すでに述べたように著しく乾燥した土嬢

の表面(線地表面)を生育場所としており，ごくわず

かの雨とおそらく霧などから水の供給を得ていると考

えられる。 中国では，髪莱が生育 している所の土援は，

Ca含量が向く， Nや Pおよび有機物の含盆が低いと

のことである。また，内陸の高地であるから温度変化

も非常に極端であり， -350Cから +870Cにも及ぶ

(年平均気獄 5-90C)ところである。髪菜の生育の好

適温度は 25~350C といわれている (Li ， 1991)。

寧夏で髪菜が見られるところのまばらな他生の中の

代表的な織物は， シソ 科の冬青叶免唇1E(Lagochil出

品約lius)，アカザ事|の珍珠猪毛莱 (Salsolatasseri71a)と白

茎塩生草 (Halogetonarach71oideus)，ハマビシ本|の革協j王

(みIgo.戸lザI/ummucr07zatu吋，および Tamaricaceaeの紅砂

(Reaumuria soogorica)などであった。

なお， 日本で発行された書物の中の髪菜に|却する記
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Fig. 3. Habitat of the blue-green algaλlostoc flagcliifo円ηeBerk. et Curt. in Ningxia， China 

述は，学術書でも一般の書物でも殆ど間違っている。

例えば， r中国四川省の渓流中に生ずるJ(殖回ら，

1963) とか， r淡水産の藻類の一種」であり「苔類に

はじめ髪菜研究クソレープの皆さんに心から感謝申しあ

げたい。

属し，ミズゴケの一種であ って渓間中に生ずるJ(回 文 献

中， 1991)などとして， r淡水藻」として扱われてい

るが，明らかに間違いであり，前述のように裸地表面

に生育する陸生藻類である。
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